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甲子園歴史館 
「夏の高校野球企画展２０２６」を 

７月２８日（火）から開催 

～沖縄県勢の軌跡特集のほか、「熱闘甲子園」とのコラボ特別展などを実施！～ 

 
阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：久須勇介）が運営する甲子園歴史館では、

７月２８日（火）から８月３０日（日）まで、「夏の高校野球企画展２０２６」を開催します。 

今回の企画展では、「沖縄県勢の軌跡特集」と題して、沖縄県代表として初めて甲子園大会に

出場した首里高校から、旋風を巻き起こした興南高校、沖縄水産高校、昨年優勝を果たした沖縄

尚学高校まで、沖縄県勢のあゆみを紹介します。また、朝日放送テレビ・テレビ朝日「熱闘甲子

園」とのコラボ特別展として、斎藤佑樹氏と振り返る２００６年大会の紹介や、歴代応援ソング

特集、記念フォトスポットの設置、「熱闘甲子園」ロゴの原画展示を行います。 

更に、第１０８回全国高等学校野球選手権大会に出場する全４９校のユニフォーム展示や、パ

ネル、展示品、特別映像を使用した前回大会の振り返り、優勝校に贈られる深紅の優勝旗、優勝

盾、優勝メダルの展示を行うなど盛りだくさんの内容です。 

 

 

 

 



 

 

 

【主な展示内容】  

◎沖縄県勢の軌跡特集  

沖縄県代表として初めて甲子園大会に出場した首里高校から、旋風を巻き起こした興南

高校、沖縄水産高校、昨年優勝を果たした沖縄尚学高校まで、沖縄県勢のあゆみを特集し

ます。また、那覇市奥武山野球場野球資料館から、首里高校が初出場した時のバット・バ

ットケースをお借りして、特別展示を行います。  

＜主な展示品＞ 

・首里 バット、バットケース（１９５８年、那覇市奥武山野球場野球資料館  蔵） 

  ・首里 第４０回記念大会 はがき（１９５８年） 

・興南 サイン入り手ぬぐい（１９８３年） 

・興南 島袋洋奨投手  グローブ（２０１０年） など 

 

◎朝日放送テレビ・テレビ朝日「熱闘甲子園」とのコラボ特別展  

斎藤佑樹氏と振り返る２００６年大会の紹介や、歴代応援ソング特集、記念フォト  

スポットの設置、「熱闘甲子園」ロゴの原画展示を行います。本企画展開催に伴い、斎藤氏

に出場した試合の感想を直筆で書いていただきました。 

 

◎第１０８回全国高等学校野球選手権大会出場校紹介  

   今大会に出場する全４９校のユニフォームを紹介します。 

  ※ユニフォームは順次展示します。  

 

◎前回大会の振り返り 

昨年の第１０７回全国高等学校野球選手権大会をパネルや展示品、特別映像で振り返り 

ます。 

＜主な展示品＞ 

・沖縄尚学 優勝寄せ書きボール（２０２５年） 

・沖縄尚学 末吉良丞投手 グローブ（２０２５年） 

・県岐阜商 横山温大選手 グローブ（２０２５年） など 

  ＜特別映像＞ 

   印象的なシーンを振り返る特別映像です。 

 

◎全国高等学校野球選手権大会の優勝旗・優勝盾・優勝メダル  

展示期間：開会式終了後～決勝戦前日  

※展示期間は変更となる場合があります。  

 

 ◎校名プレート展示  

   組み合わせ抽選会で使用された校名プレートを持って 

写真撮影をお楽しみいただけます。 

展示期間：８月１日（土）組み合わせ抽選会以降、準備でき次第～８月３０日（日）  

※展示品などは変更となる場合があります。  

 

【開催期間】 ７月２８日（火）から８月３０日（日）まで 

【開催場所】 甲子園歴史館内「企画展コーナー」  

【入 場 料】 甲子園歴史館入館料に含まれます（別途料金は不要）。  



 

 

 

◆ 甲子園歴史館 営業のご案内 ◆ 

＜営業時間＞ １０：００～１８：００  

       ※選手権大会期間中は９：００～１８：００です。 

       ※入館は閉館時間の３０分前まで  

※大会期間中、営業時間が延長となる場合あり。  

＜休 館 日＞ 月曜日（試合開催日、祝日を除く。）  

       ※大会期間中（休養日を含む。）の月曜日は開館  

＜入 館 料＞ おとな９００円、高校生７００円、こども５００円（税込）  

＜場 所＞ 甲子園プラス内  甲子園歴史館 

＜お問合せ＞ ０７９８－４９－４５０９（営業時間に限る。）  

 

 

阪神グループは、「“たいせつ”がギュッと。」のブランドスローガンの下、これからも一人ひと

りのお客様の“たいせつ”と向き合い、グループ一丸となって阪神らしいブランド体験を提供し続

けることで、その信頼と期待に応えてまいります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 


